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閾
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訳翡撃

東京
ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ

管第
22

回品覇

奏
会
で、
メ
ゾ
の
ア
グ
ネ
ス・
パ
ル
ツ
ァ

が
8
曲
の
ア
リ
ア

を歌
つ
の

を聴
き、
改

め

てて
の
力
に
感
じ
入
っ
た。
と
に
か
く

第1
曲
ロ
ッ
シ
ー
ニ
〈
ア
ル
ジ
ェ
の
イ
タ

リ
ア
女）
か
b
の
「
む
こ
い

運華色

で、

ァ
ッ
と―――

竺履

眉
に
立

ち向か

2膀

ち気
の
イ
タ
リ

ア娘イ
ザ
ベ
ッ

乏か
舞
台

に

出男
声
の
輝
き、

歌の造地

野性

的な姿。

特に

集中力

の凄さ
は、

短距

＇
ス
タ
ー
ト・
ダ
ッ
シ
ュ
と

同じ

で、

徐々
に
声

が出
てく

る通常の

懃キ

と

は全く
違
つ。
そ
し
て
8
曲
8
役、
シ

ャ
ル
ロ
ッ
ト、
カ
ル
メ
ン、
サ
ン
ト
ウ
ッ

ツ
ア
と、
ど
れ
も
彫
り
の
深
い
メ
ゾ

の役

を
ド
ラ
マ

と情景、

愛と悲
しみ
と、

そ

れぞ
れ
の

役に
な
り
き
っ

ご胞
ス
てく

れ
た。
た
と
るは
休

憩後
の
〈
ド
ン・
カ

ル
ロ〉、
エ
ポ

リハ仝メ
ヲ
ェ

—ル

辺芭

で
は、

押し殺し

た善

兒渤℃
い

狂乱

を目在に

駆使
艶
や
か

さと岩
3

さを

示
し、
次
の
ベ
ル
リ
—
二
〈
カ
プ
レ
ー
プ

ィ
と
モ
ン
テ
ッ
キ〉
で
は一

転し

こ遵純

な
□
メ
オ
の
ア
リ
ア、

最後
の
〈
カヴ
ァ

レ
リ
ア：〉
か
2
の
「
マ
マ
も

組や伝の

り」
で
は、
サ
ン
ト
ウ
ッ
ツ
ア

の悲痛な

訴

ベ力背毯に

あ全

盟除｝
場
と
と
も
に

伝わ
っ

てく
る。
3
曲
の
ア
ン
コ

Jl
で

は「
セ
キ
デ
ィ
ー
リ
ャ」

の凄み、
「
私
の

お父さ
ん」
で
の

他の

塾チこ

は等J
違

う必先
な

訴えが
何
と

も素睛
b
し
い。

9
月
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日・
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劇場
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三善
渭遠


